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　　あ　と　がき

◆第7回合宿共同授業は往路から雨が降り始め、九重研修所に近づくにつれ道路沿いの玖　　；

瑚は濁流となっていた．とくに鹿大．鍬のグループ姻道3号線の一99が豪雨型の雨i

で冠水し通行止めとなり、途中からひき返して宮崎経由の迂回路をとってきた．両グ，トi

プのバスは顛中午前韻ようやく九輔鰍、たどりついた。　　　1

◆雨は騨中門嚇蝋憎憎4明の午後、醸がとぎれ、融がのぞき、一9i

山登山と附近の見学および散策をEII程表のとおり実施することができた。その夜からまた　　；

雨が降った。まさに天恵というべきであろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
◆今酌報鵠には反省の弁遡、．講義中鋸眠囎だったことは囎というよりも1

騨立った．参縮、とく購認1、とって「蜘だけが印象醐、舗授業の一

授業」がぼやけた観があった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
◆「フォーラム形式の翻が今回漸し、、企画として導入された．実撒さまざまな1

反省く点）が語られてい観舗共同授業という形態徽この試み鍋つともふさi

わいものだと思われる．工夫を積棚入充実させたいものである．　　　i

◆牲諸君からは小グループの野球を勤声凹地、多い．そほフォーラムかi

ら小グ，レープの講へ、その後でフォーラムへ戻すという折衷的方式が髄されて、、る．i

◆第8回についても、すでに緻樹られつつある。腺女」というテーマが候徽i

して検討されていると聞く。成功を祈る次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　：
◆この生酒のために、多型糖鵜官の鋤けをいただいた。とくに、野心嚇かi

ら感想文など多くお寄せいただいたこE，にもかかわらず、編集予算の都合上、割愛せざi

るを得なかったものも少なくなかった、などについては、お礼とともに、お謝紳しあi

げな糠ばならない．就酬1大轡師糠糖の全艦わたるご勧1、、感謝するi

次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔編賭，園旺郎（九州大学）〕i
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